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【設置される道道と施設の種類】

設置する海抜表示施設の種類道 道 名

津波注意標識、津波浸水予想地域標識、

小型情報板

鬼鹿港線

大椴線

小型情報板
小平幌加内線

幌糠小平停車場線

※海抜表示施設は、浸水想定区域を

対象に、対象区間内はもちろん、

その前後にも浸水区間に入ること

を明示する標識が設置されます。

【海抜表示施設の参考例】

《津波浸水予想地域標識》

※平成25年度設置予定

《小型情報板》《津波注意標識》

※平成24年度設置予定

国道232号の道路案内表示板の支柱等に、「海抜表示シート」を

11月上旬から中旬にかけて設置しました。

津波災害の軽減や、防災意識の向上が期待されています。

11月14日、文化交流センターで『家庭防災、地域防災を考える』をテーマ

に、生涯学習セミナー 防災講演会が開かれました。

講師の定池祐季氏（北海道大学大学院理学研究院付属地震火山研究観測セ

ンター・助教）により、東日本大震災で被災した現地の悲惨な現状や、通常

の生活の中でできる「生活防災・日常防災」等について講演が行われました

ので、そのほんの一部を紹介します。

【生活防災・日常防災のおすすめ】

・・住まいの整理整頓 ・・家族の外出先の相互確認 ・・ご近所の挨拶

・・除雪の助け合い ・・地域の清掃活動 ・・地域の祭りやイベント開催

～こういった活動も防災につながり、防災の活動が地域の普段の活動に結びつくこともあります～

【防災・減災の取り組みとは】

～災害のあらゆる時間軸の中で、あらかじめダメージを受けやすい部分を知り、そこを克服し、ダ

メージを受けた後の回復力を高める取り組みであるといえます～

東日本大震災で甚大な被害をもたらした津波災害を踏まえ、津波災害を軽減するための対策の１つ

として、道道（留萌建設管理部が設置）と国道（留萌開発建設部が設置）に、利用者への海抜表示施

設を設置することになりました。

防防防災講演会 『家庭防災、地域防災を考える』
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町内に設置された《海抜表示シート》

防災講演会 『家庭防災、地域防災を考える』
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